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今
年
度
の
「
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座
」

の
テ
ー
マ
は
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
を
取
り
上

げ
ま
す
。

　
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
は
、
一
般
的
に
は
、
公

正
貿
易
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
途
上
国
で
つ
く
ら

れ
た
商
品
を
適
正
な
価
格
で
取
引
す
る
こ
と
で
、

貧
し
い
人
々
や
弱
い
立
場
の
人
々
の
自
立
に
つ
な

げ
る
貿
易
の
仕
組
み
で
す
。

　

今
年
度
第
１
回
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
っ
て　

な
ー
に
？
」
を
、
５

月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
文

化
勤
労
会
館
２
階
研
修
室
で
、
講
師
に
原
田
さ
と

み
氏
を
迎
え
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

原
田
氏
は
、
タ
レ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
中
部
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
昨
年
の
夏
に
は

ア
フ
リ
カ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
と
ル
ワ
ン
ダ
を
訪
問
、

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
感
動
を
体
験
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
回
は
、コ
ー
ヒ
ー
発
祥
の
地「
エ
チ
オ
ピ
ア
」

や
「
ル
ワ
ン
ダ
」
で
の
実
践
活
動
を
写
真
で
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
を
切
っ
て
畑
に
し
な

い
で
、
自
生
し
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
守
り
育

て
る
こ
と
で
、
森
を
残
し
、
持
続
的
に
収
入
を
得

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
エ
シ
カ
ル
・

Ethical

（
良
心
的
）」
で
す
。
環
境
に
配
慮
し
た

エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

後
半
は
、
参
加
者
の
方
々
を
７
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
や
「
エ
シ
カ
ル
」

に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
15

分
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
か
ら
、
多
種
多
様
な
考
え
、
思
い
、
希
望

や
提
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
つ
ひ

と
つ
の
提
案
、
意
見
に
対
し
講
師
か
ら
具
体
的
例

を
あ
げ
て
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
、「
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
」
や
「
エ
シ
カ
ル
」
に
つ
い
て
、
理
解

が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
の
感
想
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〝
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
に
係
る
人
々
が
、
そ
の
日
の
食
事
に

も
困
る
収
入
し
か
得
ら
れ
な
い
現
実
を
知
っ
て
か
ら
、

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
水

や
燃
料
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
１
日
。
政
治
の
混

乱
等
々
。
自
然
環
境
や
働
く
人
を
思
い
や
る
心
が
、
良
き

ア
イ
デ
ア
を
生
み
、
知
恵
と
な
っ
て
次
に
継
承
さ
れ
て
い

く
…
…
。
と
て
も
大
切
な
視
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。〟

　

次
回
の
講
座
は
、４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。北名古屋市の国際交流・・・北名古屋市の国際交流・・・

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
っ
て

　
な
ー
に
？
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4
月
9
日
、
市
文
化
勤
労
会
館
に
お
い
て
、
協
会
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
23
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
書
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
本
年
度
の
重
点
目
標

・
市
内
在
住
の
外
国
人
と
市
民
及
び
外
国
人
同
士
の
交

流
を
促
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
を
図
り
ま
す
。

・
国
際
交
流
事
業
及
び
国
際
理
解
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
事
業
計
画

・
国
際
フ
ェ
ア
（
国
際
屋
台
）

　

市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
と
市
民
の
交
流
の
場
と

し
て
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
や
物

産
を
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、「
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ2011

」
に
、
出
展
し
ま
す
。

・
設
立
５
周
年
記
念　

国
際
交
流
の
集
い

　

「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

友
好
都
市
務
安
郡
や
韓
国
文
化
な
ど
を
紹
介
し
、

交
流
の
輪
を
広
げ
、
友
好
の
絆
を
強
め
る
と
と
も
に

地
域
お
こ
し
に
繋
ぐ
協
会
設
立
５
周
年
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座　

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
続
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

引
き
続
き
、
名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
と
子
ど

も
た
ち
の
交
流
を
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
彫
刻
等
）
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
画
制
作
を
通
じ
て
図
り
ま
す
。

・
国
際
理
解
推
進
事
業

　

国
際
化
意
識
を
育
て
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

・
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業　

　

ご
要
望
に
応
じ
て
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
団
体

や
企
業
に
派
遣
す
る
も
の
で
、
会
員
に
は
助
成
が
あ

り
ま
す
。

・
韓
国
語
・
中
国
語
講
座

　

引
き
続
き
、
韓
国
語
3
コ
ー
ス
（
入
門
、
初
級
昼

間
、
初
級
夜
間
）、
中
国
語
（
初
級
夜
間
）
1
コ
ー

ス
の
4
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

引
き
続
き
、
毎
土
曜
日(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー)

と
、原
則
と
し
て
毎
木
曜
日
（
市
内
小
学
校)

に
、開
講
し
ま
す
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

引
き
続
き
、日
本
社
会
へ
の
適
応
能
力
の
向
上
と
、

日
本
語
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
外
国
人
の
た
め
の
教

室
で
す
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
事
業
助
成

　

市
内
の
団
体
が
行
う
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
。

・
外
国
語
学
習
事
業
助
成　

　

市
内
で
語
学
学
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、

そ
の
講
師
料
等
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。

・
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修　

　

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
を
高
め
る
た

め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
行
う
た
め
の
講
座
を
開

設
し
、
組
織
化
を
図
り
ま
す
。

・
会
報
の
発
行

　

７
月
、
10
月
、
お
よ
び
４
月
に
市
の
広
報
に
折
込

み
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
多
言
語
対
応
）
の
作
成

　

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、各
種
講
座
の
案
内
、

会
員
募
集
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
充
実
さ

せ
ま
す
。

TOPIC

北
名
古
屋
の
こ
こ
ろ　

被
災
地
に
届
け

　
「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

人
た
ち
に
届
け
て
欲
し
い
」
と
義
援
金
が
協
会

に
届
き
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
雑
貨
を
扱
う
「KAIBIGAN

」

（
徳
重
）
の
義
援
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
「
北
名
古

屋
の
こ
こ
ろ
」
で
す
。
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
Ｍ
・
ロ

ペ
ス
駐
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
に
届
け
ま
し
た
。

義
援
金　

四
五
、九
〇
二
円
。

平
成
23
年
度
事
業

交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
づ
く
り
に
努
め
ま
す
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TOPIC

・
国
際
フ
ェ
ア
（
国
際
屋
台
）

　

第
２
回
商
工
祭
に
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
と
市
民
の
交
流
の

場
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
や
物
産
を
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
出
展
し
ま
し
た
。

・
国
際
交
流
の
集
い
「
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
テ
ィ
」

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
む
け
て
、
国
際
交
流
団
体
や
グ
ル
ー

プ
、
市
内
在
住
外
国
人
や
留
学
生
の
参
加
を
得
て
、
国
際
交
流
活

動
、
事
業
な
ど
の
理
解
を
深
め
、
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

予算、決算とも詳しくは協会までお問い合わせください。

平成２２年度協会収支決算報告
（単位：円）

【収入の部】 
負担金（会費）
補助金・助成金
諸収入
繰越金
計 

【支出の部】
事務費

（報償費・旅費・交際費・需用費・役務費・備品
購入費等）

事業費
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金・

補助金等）

計

 
512,000

5,928,000
1,179,179

752,987
8,372,166

1,189,347

6,308,592

7,497,939 

平成２３年度協会収支予算
（単位：円）

【収入の部】
負担金（会費）
補助金・助成金
諸収入
繰越金
計

【支出の部】
事務費

（報償費・旅費・交際費・需用費・役務費・備品
購入費等）

事業費
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金・

補助金等）

予備費
計

 520,000
5,940,000

851,000
 874,000

8,185,000

 1,230,000

6,915,000

40,000
8,185,000

・
上
海
万
博
絵
画
表
彰
式
へ
の
入
賞
者
派
遣　

　

日
中
友
好
「
子
ど
も
た
ち
ア
ー
ト
・
国
際
交
流
展
」
に
入
賞
し
た

子
ど
も
た
ち
を
上
海
万
博
会
場
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
派
遣
し
ま
し

た
。

・
韓
国
語
・
中
国
語
講
座　

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
韓
国
語
講
座
に
「
入
門
コ
ー

ス
」
を
開
設
し
、
４
コ
ー
ス
と
充
実
し
ま
し
た
。

・
子
ど
も
日
本
語
講
座　

　

生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
外
国
人
子
女
を
対

象
に
、
開
講
し
ま
し
た
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室　

　

日
本
社
会
へ
の
適
応
能
力
の
向
上
と
、
日
本
語
の
基
礎
を
身
に
つ

け
る
外
国
人
の
た
め
の
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。

・
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
、
日
本
語
教
室
の
指
導
や
運
営

に
つ
い
て
、
講
師
を
招
き
研
修
会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座　

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
ア
フ
リ
カ
文
化
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
し
た
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
、
絵
画
制

作
を
通
じ
て
図
り
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

協
会
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
、
国
際
理
解
と
国
際
協
力
に

つ
い
て
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
19
名
、
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
31

名
、
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
59
名
、
生
活
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
名
で
、
合
計
１
１
０
名
の
皆
様
が
登
録
し
ま
し
た
。

・
国
際
交
流
事
業
等
補
助

　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
国
際
交
流
事
業
等
４
件
に
補
助
し
ま

し
た
。

・
会
報
の
発
行

　

７
月
、
10
月
、
お
よ
び
４
月
に
市
の
広
報
に
折
込
み
、
全
戸
配
布

し
ま
し
た
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

　

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、
各
種
講
座
の
案
内
、
会
員
募
集
な

ど
、
外
国
人
の
方
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
多
言
語
対
応
の
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

相
互
理
解
か
ら

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
朴
景
淑

　

私
は
中
学
校
１
年
生
か
ら
日
本
語
を
勉

強
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
語
を
選
ん
だ
理

由
と
し
て
は
、
漢
字
に
対
す
る
親
近
感
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
同
じ
漢
字
で
も
文
化
的
意
味

が
違
う
こ
と
を
日
本
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
人
の

友
達
に
「
私
は
二
〇
〇
九
年
九
月
九
日
に

結
婚
し
た
よ
」
と
話
す
と
、友
達
は
「
九
」

が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

「
九
（
く
）」
は
日
本
語
で
は
縁
起
が
良
く

な
い
数
字
で
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

中
国
語
で
は
「
天
長
地
久
」
と
い
う
四
字
熟
語
が
あ
り
、

「
愛
情
や
友
情
が
天
地
の
よ
う
に
と
こ
し
え
に
変
わ
ら

な
い
」
と
い
っ
た
意
味
を
表
し
ま
す
。
中
国
語
に
お
い

て
「
九jiu

」
は
「
久jiu

」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
の
で
、

永
遠
に
幸
せ
に
な
る
意
味
に
繋
が
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
お
い
て
、
一
番
大
事
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
や
価
値
観
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
、
相
互
理

解
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
の
生

け
花
を
体
験
し
た
と
き
、
お
花
を
剣
山
に
挿
す
角
度
を

少
々
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
け
花
作
品
の
全
体
の
雰

囲
気
が
だ
い
ぶ
変
わ
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
相
互

理
解
は
ま
さ
に
生
け
花
の
よ
う
に
、人
々
の
考
え
の「
角

度
」
を
少
し
変
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
国
際
交
流
の
一
つ
の
活
動
と
し
て
北
名

古
屋
市
国
際
交
流
協
会
の
中
国
語
講
座
で
、
市
民
の
皆

様
に
中
国
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
中
国
語
・

中
国
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
楽
し
く
中

国
語
を
学
ん
で
、「
中
国
語
が
話
せ
た
！
」
と
い
う
達

成
感
を
一
緒
に
味
わ
う
こ
と
で
す
。
北
名
古
屋
市
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
か
ら
、日
本
人
は
非
常
に
親
切
で
あ
り
、

友
好
的
で
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
あ
る
人
々
で
あ
る
こ

と
を
理
解
で
き
ま
し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
は
、
母
国
の

人
々
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
日
本
人
の
姿
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

⑨

平
成
22
年
度
事
業
報
告



４

Information

　

第
１
回
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
っ
て　

な
ー
に
？
」
に
続
い
て
の
講
座

で
す
。
今
回
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
カ
カ
オ
豆
）
の
生
産
、
流
通
、
消

費
の
仕
組
み
（
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
）
を
、
細
か
く
追
跡
し
な
が

ら
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」「
ま
た
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
」
を
考
え
ま
す
。

　

講
師
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
風
‘Ｓ
（
ふ
～
ず
）
の
代
表

土
井
ゆ
き
こ
氏
で
す
。
名
古
屋
を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
タ
ウ
ン
に
し
よ

う
の
会
代
表
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
東
区
）
オ
ー
プ
ン
時
、
シ
ョ
ッ
プ
公
募
に
「
と

も
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
応
募
、
合
格
し
１
９
６
６
年
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ッ
プ
風
‘Ｓ
（
ふ
～
ず
）
を
オ
ー
プ
ン
。
同
時
に
市
民
団
体
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
の
会

（
が
い
あ
の
か
い
）
を
立
ち
上
げ
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
啓
発
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
・
セ
ミ
ナ
ー
・
映
画
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
、
16
年
目
と
な
る
。
60
歳
を
機

に
、
夢
で
あ
っ
た
世
界
一
周
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
約
４
ヶ
月
間
乗
船
。

・
と　
　

き　

平
成
23
年
７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

・
と 

こ 

ろ　

文
化
勤
労
会
館
２
階　

研
修
室

・
定　
　

員　

40
名

・
申
し
込
み　

７
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル
で
協
会
へ
。

　

協
会
で
は
、
協
会
や
そ
の
他
の
団
体
、
協
会
員
な
ど
が
行
う
事
業
や

行
事
等
で
通
訳
や
翻
訳
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
事
業
の
企
画
や
事
業

に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

外
国
人
生
活
相
談
員 

　

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

協
会
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体
等
が
行
う
国
際
交
流
事
業

に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
市
民
自
ら
が
行
う
国

際
交
流
活
動
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
追
加
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
額　

対
象
と
な
る
事
業
の
50
％
以
下
で
、
一
団
体
10
万

円
以
下
を
限
度
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
８
月
31

日
ま
で
に
協
会
に
申
込
下
さ
い
。

（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
事
業
や
終

了
し
た
事
業
も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

　

協
会
で
は
、
市
民
と
外
国
人
と
の
交
流
、
海
外
都
市
と
の
交
流
、
外

国
文
化
の
理
解
な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
を
進
め
る
事
業
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
日
本
を
見

つ
め
直
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

■
個
人
会
員　

１
口　

年
額
２
０
０
０
円　

　

■
団
体
会
員　

１
口　

年
額
５
０
０
０
円　

　

■
法
人
会
員　

１
口　

年
額
５
０
０
０
円　

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
体
感
し
よ
う
」

第
２
回
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

会
員
募
集

○
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

留
学
生
＆
芸
大
生
と
一
緒
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
描
く　

参
加
者
募
集

　

協
会
で
は
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
「
子
ど
も
芸
術
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
を
招
き
、
市
内

に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
彫
刻
等
）
を
一
緒
に
描
く
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
さ
ん
の
国
際
感
覚
と
都
市
景
観
と
し
て
の

屋
外
美
術
館
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

・
期　
　

日　

平
成
23
年
７
月
21
日
（
木
）

・
時　
　

間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
（
途
中
昼
食
の
時
間

を
設
け
ま
す
。）

・
会　
　

場　

名
古
屋
芸
術
大
学　

西
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン

Ｕ
棟
１
階
１
０
２
教
室

・
対　
　

象　

小
学
生

・
定　
　

員　

30
名
（
低
学
年
は
保
護
者
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。）

・
費　
　

用　

無
料

・
持
ち
物　

昼
食
（
弁
当
）、
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
等
絵
画

を
屋
外
で
描
け
る
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。（
画
板
は
、
協
会
で
準
備
し
ま
す
。）

・
申
し
込
み　

７
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
協
会
へ
。

　

各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481-

8531　
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
）
内

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

電　
　
　

話 

０
５
６
８

－（
２
２
）－

１
１
１
１　

内
線
２
３
１
８

Ｆ　

Ａ　

Ｘ 

０
５
６
８

－（
２
５
）－

１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 

info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL http://w
w

w
.kitanagoya-kiia.jp

国
際
交
流
事
業
助
成
対
象
事
業
の
追
加
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集


